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児ヘモクロマトーシスの低出生体重児例．第 50 回日本周産期・新生児医学会学術集会；2014 Jul 13-15；千葉． 
61)  川崎裕香子，牧本優美，星野顕宏，濱島 丈，野村恵子，滝田順子，中澤温子，吉田丈俊，金兼弘和．出生時より
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発症した RBM15-MKL1 キメラ遺伝子陽性急性骨髄性白血病．北陸小児血液懇話会；2014 Jul 12；金沢． 
62)  足立雄一．ランチョンセミナー「環境因子とアレルギー発症・増悪」第 24 回国際喘息学会 日本・北アジア部会；

2014 Jul 18-19；名古屋． 
63)  金谷久美子，足立雄一，板澤寿子，大西一成，伊藤功朗，浜崎 景，稲寺秀邦，黒沢洋一，中山健夫．黄砂のアレ

ルギー様症状への影響 『黄砂と子どもの健康調査』より．第 24 回国際喘息学会 日本・北アジア部会；2014 Jul 18-19；
名古屋．（ポスター賞受賞） 

64)  寺下新太郎，仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，廣野恵一，足立雄一，藤田修平，市田蕗子，中西敏雄．Williams
症候群に特徴的な心血管病変のみを有し ELN 遺伝子の 1 塩基変異を認めた 1 例．第 50 回中部日本小児科学会；2014 
Aug 10；松本． 

65)  齊藤 悠，西田直徳，野村恵子，金兼弘和，足立雄一．腸膜間リンパ節炎との鑑別を要した顆粒球肉腫の男児例．

第 50 回中部日本小児科学会；2014 Aug 10；松本． 
66)  種市尋宙．シンポジウム希少神経感染症「腸管出血性大腸菌感染症による急性脳症の病態と治療戦略」．第 19 回日

本神経感染症学会総会学術集会第 26 回日本神経免疫学会学術集会；2014 Sep 4；金沢． 
67)  西田直徳．ワークショップ 炎症性腸疾患を呈する原発性免疫不全症．第 42 回日本臨床免疫学会；2014 Sep 25-27；

東京． 
68)  宮 一志，草開祥平，渡辺祐紀，倉本 崇，田中朋美，藤木靖子，田仲千秋，足立雄一．感染を契機に発作が消失

した難治てんかんの 3 例．第 48 回日本てんかん学会；2014 Oct 2-3；東京． 
69)  板澤寿子，和田拓也，篠崎健太郎，金田 尚，森 雅亮，足立雄一．トシリズマブ中止後の多関節型若年性特発性

関節炎の再燃に対してトシリズマブ単剤にて治療再開した一例．第 24 回小児リウマチ学会；2014 Oct 3-5；仙台． 
70)  足立雄一．教育講演「小児喘息の予後」第 32 回呼吸器・免疫シンポジウム；2014 Oct 4；東京． 
71)  田中朋美，浜崎 景，城川美佳，伊藤実香，足立雄一，稲寺秀邦．エコチル調査（子どもの健康と環境に関する全

国調査）からみた富山県における育児の現状．第 53 回富山小児保健学会；2014 Oct 5；富山． 
72)  種市尋宙．シンポジウム～小児心臓移植をいかに推進するか～「6 歳未満小児ドナーの管理を経験して」．第 23 回

日本小児心筋疾患学会；2014 Oct 11；東京． 
73)  廣野恵一，高崎麻美，仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，市田蕗子．左室心筋緻密化障害におけるサルコメア遺伝

子変異の解析．第 23 回日本小児心筋疾患学会；2014 Oct 11；東京． 
74)  趙 麻未，鮎沢 衛，加藤雅崇，渡邉拓史，小森暁子，阿部百合子，神保詩乃，神山 浩，廣野恵一，市田蕗子，

畑由紀子，西田尚樹．家族歴による早期診断と遺伝子解析を行ないえた Barth 症候群の乳児例．第 23 回日本小児心

筋疾患学会；2014 Oct 11；東京． 
75)  種市尋宙．腸管出血性大腸菌感染症における臨床症状とバイタルサインの検討．第 46 回日本小児感染症学会；2014 

Oct 18-19；東京． 
76)  西田直徳，星野顕宏，足立雄一，金兼弘和，渡辺祐紀，中林玄一，荒木来太，西村良成，和田泰三，谷内江昭宏．

原因不明の IgA欠損症としてフォローされた activated PI3K-δ syndromeの一例．第 46回日本小児感染症学会；2014 Oct 
18-19；東京． 

77)  渡辺祐紀，堀江貞志，平岩明子，種市尋宙，板澤寿子，市田蕗子，足立雄一．Human metapneumovirus 感染を契機に

発症した重症 methicillin-resistant Staphylococcus aureus 肺炎の一例．第 46 回日本小児感染症学会；2014 Oct 18-19；東

京． 
78)  小嶋智子，岩谷 淳，相沢悠太，種市尋宙，大石智洋，齋藤昭彦．小児における Saffold virus 感染症の臨床像の検討．

第 46 回日本小児感染症学会；2014 Oct 18-19；東京． 
79)  足立雄一．シンポジウム「乳幼児喘息乳幼児喘息のより良い診療を目指して：フェノタイプ分類と早期介入」第 47

回日本小児呼吸器学会；2014 Oct 24-25；東京． 
80)  有沢 悠，板澤寿子，田中朋美，高崎麻美，金田 尚，坪田雅仁，守本倫子，足立雄一．吸気性喘鳴の原因検索に

よる画像診断にて血管腫が疑われた下咽頭腫瘍の 1 例．第 47 回日本小児呼吸器学会；2014 Oct 24-25；東京． 
81)  仲岡英幸，伊吹圭二郎，小澤綾佳，廣野恵一，足立雄一，市田蕗子．発症早期から冠動脈拡張を認め巨大冠動脈瘤

を形成した川崎病の 2 例．第 34 回日本川崎病学会；2014 Oct 31-Nov 1；東京． 
82)  岡部真子，堀江貞志，渡辺祐紀，仲岡英幸，田村賢太郎，西田直徳，伊吹圭二郎，小澤綾佳，種市尋宙，廣野恵一，

金兼弘和，市田蕗子，足立雄一．川崎病急性期に形質細胞増多症を認めた IVIG 治療不応の１例．第 34 回日本川崎

病学会；2014 Oct 31-Nov 1；東京． 
83)  大日方春香，赤澤陽平，蜂谷 明，元木倫子，小池健一，松崎 聡，廣野恵一，市田蕗子．川崎病に大動脈弁閉鎖
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不全症を合併し 慢性心不全に至った LDB3 遺伝子変異の一例．第 34 回日本川崎病学会；2014 Oct 31-Nov 1；東京． 
84)  種市尋宙，髙﨑麻美，齋藤 悠，田中朋美，足立雄一．家族の希望に沿った小児脳死患者管理のあり方．第 18 回北

陸小児救急集中治療研究会；2014 Nov 8；金沢． 
85)  足立雄一．シンポジウム「環境とアレルギー：日本における黄砂の健康への影響」．第 51 回日本小児アレルギー学

会；2014 Nov 8-9；四日市． 
86)  Adachi Y, Kanatani TK. Symposium “Environment and Allergy: Effects of Asian dust on respiratory health in Japan” 第 51 回

日本小児アレルギー学会；2014 Nov 8-9；四日市． 
87)  板澤寿子，樋口 収，濱道美紀，中林玄一，岡部美恵，足立陽子，足立雄一．小児アレルギー性鼻炎小児アレルギ

ー性鼻炎の重症度評価における VAS の有用性．第 51 回日本小児アレルギー学会；Nov 2014 8-9；四日市． 
88)  松野正知，足立雄一，五十嵐隆夫．小児喘息の経過と呼気一酸化窒素ならびに気道過敏性の関連性について．第 51

回日本小児アレルギー学会；Nov 2014 8-9；四日市． 
89)  吉田幸一，足立雄一，佐々木真利，古川真弓，明石真幸，村上洋子，板澤寿子，大矢幸弘，小田嶋博，赤澤 晃．

UV Index と小児アトピー性皮膚炎有症率の関係．第 51 回日本小児アレルギー学会；2014 Nov 8-9；四日市． 
90)  佐藤一樹，佐藤泰徳，下条直樹，吉原重美，足立雄一，亀田 誠，寺田明彦，藤澤隆夫．新しい乳幼児乳喘息コン

トロール質問票 Best Asthma Control Test for preschool children (Best ACT)の作成と検証に関する検討．第 51 回日本小

児アレルギー学会；2014 Nov 8-9；四日市． 
91)  Honjo S, Murakami Y, Odajima H, Adachi Y, Yoshida K, Ohya Y, Akasawa A. Rlationship between atopic dermatitis and 

exercise-induced asthma: cross-sectional study of school children aged 6 to 18 in Japan. 第 51 回日本小児アレルギー学会；

2014 Nov 8-9；四日市． 
92)  種市尋宙．腸管出血性大腸菌 O111 集団感染における危機対応と IT の活用．日本旅行医学会第 7 回東京大会；2014 Nov 

16；東京． 
93)  足立雄一．特別講演「教育現場における食物アレルギーへの対応」第 61 回日本学校保健学会；2014 Nov 15；金沢． 
94)  宮崎光明，宮崎美江，川崎聡大，宮 一志．読み書きに困難さをもつ子どもの保護者への親訓練プログラムの効果

（1）.第 23 回日本 LD 学会；2014 Nov 23；大阪． 
95)  宮崎光明，宮崎美江，川崎聡大，宮 一志．読み書きに困難さをもつ子どもの保護者への親訓練プログラムの効果

（2）.第 23 回日本 LD 学会；2014 Nov 23；大阪． 
96)  野村恵子，星野顕宏，山崎 徹，岡田安弘，齋藤勝彦，細川 歩，金兼弘和．大腸がんの 11 歳男児例．第 56 回日

本小児血液・がん学会；2014 Nov 28-30；岡山． 
97)  齊藤 悠，西田直徳，野村恵子，金兼弘和，足立雄一．腹腔内リンパ節腫脹を認めた骨髄肉腫が先行した急性骨髄

性白血病(AML M0)の一例．第 56 回日本小児血液・がん学会；2014 Nov 28-30；岡山． 
98)  板澤寿子，浜道美紀，和田拓也，中林玄一，岡部美恵，足立陽子，足立雄一．アレルギー性鼻炎合併の気管支喘息

児における鼻炎症状と喘息コントロール状態および呼吸機能との関係．第 41 回北陸アレルギー研究会；2014 Dec 6；
金沢． 

99)  足立雄一．シンポジウム「子どもと大気：環境と子どものアレルギー」 第 16 回日本子ども健康科学会学術大会；

2014 Dec 13-14；京都． 
100)  金谷久美子，足立雄一，高橋由光，呉 東進，中山健夫．黄砂のアレルギー様症状への影響：「黄砂と子どもの健康

調査」より．第 16 回日本子ども健康科学会学術大会；2014 Dec 13-14；京都． 
101) 板澤寿子，和田拓也，金田 尚，篠崎健太郎，堀川慎二郎，足立雄一．生物学的製剤を導入した多関節型若年性特

発性関節炎に対して Drug free を試みた 2 症例．第 312 回日本小児科学会北陸地方会；2014 Dec 14；富山． 
102) 岡部真子，渡辺一洋，金田 尚，橋本郁夫，山谷美和，宮 一志，宮森加甫子，清水正樹．言語障害に TRH 療法が

効果的であったhuman metapneumovirus(hMPV)感染関連脳症の女児例．第312回日本小児科学会北陸地方会；2014 Dec 
14；富山． 

103) 齋藤 悠，田中朋美，森こずえ，平岩明子，高崎麻美，倉本 崇，宮 一志，足立雄一，新井田要．早期診断に至

った乳児重症ミオクロニーてんかんの一例．第 312 回日本小児科学会北陸地方会；2014 Dec 14；富山． 
 

◆ その他 
1)  足立雄一，斎藤博久，小田嶋博，赤澤 晃，吉田幸一，佐々木真利，板澤寿子，増本夏子，村上洋子，古川真弓．

小児気管支喘息・アレルギー性鼻炎有症率調査の研究．厚生労働科学研究費補助金免疫アレルギー疾患予防・治療

研究事業平成 25 年度研究報告書．2014：184-90． 

− 110 −



2)  吉田幸一，足立雄一，赤澤 晃，小田嶋博，大矢幸弘，佐々木真利，古川真弓，板澤寿子，村上洋子．スギ・ヒノ

キ花粉飛散数と小児アレルギー性疾患有症率の関係．厚生労働科学研究費補助金免疫アレルギー疾患予防・治療研

究事業平成 25 年度研究報告書．2014：191-4. 
3)  足立雄一．気管支喘息治療のステップダウン．Air．2014；13(3)：4-5． 
4)  足立雄一．災害時の子どものアレルギー疾患への対応．富山赤十字病院講演会；2014 Jan 20；富山． 
5)  足立雄一．乳幼児喘息とウイルス感染．滋賀県小児科医会学術講演会；2014 Jan 25；大津． 
6)  足立雄一．特別講演「学校におけるアナフィラキシー対応」．牧野中学校講演会；2014 Jan 27；高岡． 
7)  足立雄一．特別講演「環境とアレルギー」．第 30 回三重県アレルギー研究会；2014 Feb 20；津． 
8)  足立雄一．特別講演「最近の小児喘息のみかた −鼻症状との関係を含め−」．富山県耳鼻咽喉科医会学術講演会；2014 

Feb 25；富山． 
9)  足立雄一．特別講演「吸入ステロイドをどう使う？小児喘息治療の Standard Care とは？」．Pediatric Expert Speakers 

Forum in Kobe；2014 May 18；神戸． 
10)  足立雄一．特別講演「小児喘息の最新の治療」．加茂市医師会学術講演会；2014 May 23；加茂市． 
11)  足立雄一．特別講演「保育の場におけるアレルギー疾患への対応～誤食による緊急時の対処法」．富山市アレルギー

講習会；2014 May 31；富山． 
12)  足立雄一．特別講演「学校給食における食物アレルギー対応について」．富山県医師会 平成 26 年度乳幼児・学校保

健講習会；2014 Jun 3；富山． 
13)  足立雄一．特別講演「小児喘息治療の最近の話題」．ノバルティス社内勉強会；2014 Jun 16；東京． 
14)  足立雄一．講演「食物アレルギーとアナフィラキシー」．老田小学校講演会；2014 Jun 21；富山． 
15)  足立雄一．特別講演「大気汚染と喘息」．北陸小児喘息治療研究会；2014 Jun 21；金沢． 
16)  足立雄一．特別講演「環境とアレルギー」．栃木県小児科医会；2014 Jul 5；宇都宮． 
17)  足立雄一．特別講演「小児喘息治療における ICS の位置づけ−間欠療法も含めて−」富山県小児科医会；2014 Jul 6；

高岡． 
18)  足立雄一．特別講演「学校におけるアナフィラキシー対応」；2014 Jul 11：新潟． 
19)  足立雄一．特別講演「小児気管支喘息 up to date」．小児気管支喘息を考える会 in Gifu；2014 Jul 12；岐阜． 
20)  足立雄一.「小児気管支喘息 up to date」．第 11 回小児 ICS 研究会；2014 Jul 19；大阪． 
21)  足立雄一．小児の食物アレルギー −最近の話題−．第 35 回地域連携研修会；2014 Jul 22；富山． 
22)  足立雄一．小児軽症喘息における ICS 間欠投与の是非 Con の立場から．第 34 回六甲カンファレンス；2014 Jul 26-27；

京都． 
23)  足立雄一．小児気管支喘息の治療（急性発作・長期管理）．第８回相模原セミナー；2014 Aug 1-3；横浜． 
24)  足立雄一．特別講演「学校におけるアナフィラキシー対応」．入膳町講演会；2014 Aug 7；入膳． 
25)  足立雄一．特別講演「小児喘息治療における ICS の位置づけ −間欠療法も含めて−」．第 13 回ちば喘息セミナー；2014 

Aug 22；千葉． 
26)  足立雄一．特別講演「乳幼児喘息における最近の話題」．第 17 回富山小児喘息アレルギー研究会；2014 Sep 13；富

山． 
27)  足立雄一．特別講演「乳児喘息に ICS 早期介入は必要」．第 14 回多摩小児呼吸器研究会；2014 Sep 20；立川． 
28)  足立雄一．「小児喘息 最新の知見」Symposium for Pediatrics 2014；2014 Sep 21；東京． 
29)  足立雄一．「小児気管支喘息の疫学とその診断」．Asthma Begins in Childhood；2014 Sep 27-28；大津． 
30)  足立雄一．Web 講演会「小児気管支喘息の治療戦略 –ガイドラインにおける家庭および医療機関での発作治療のポ

イント–」；2014 Sep 29． 
31)  足立雄一．教育講演「小児喘息の予後」．第 32 回呼吸器・免疫シンポジウム；2014 Oct 4；東京． 
32)  足立雄一．特別講演「トータルコントロールを目指した小児喘息治療」．第 11 回堺小児アレルギー研究会；2014 Oct 

11；大阪． 
33)  足立雄一．食物アレルギー update．アレルギーセミナー2014；2014 Nov 15；金沢． 
34)  足立雄一．特別講演「最近のアレルギー診療について」．富山市小児科医会三木会；2014 Nov 20；富山． 
35)  足立雄一．特別講演「環境とアレルギー」．平成 26 年度福井県小児科医会第２回例会；2014 Nov 22；福井． 
36)  足立雄一．特別講演「小児アレルギー診療における最近の話題」．魚津市医師会講演会；2014 Nov 27；富山． 
37)  足立雄一．特別講演「環境とアレルギー」．大阪小児アレルギー感染症研究会；2014 Dec 4；富山． 
38)  足立雄一．特別講演「小児喘息における発症・増悪因子」．京都重症喘息研究会；2014 Dec 5；京都． 
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39)  足立雄一．アレルギーのフェノタイプ 小児アレルギーのフェノタイプ．日本アレルギー学会第１回総合アレルギー

講習会；2014 Dec 20-21；横浜． 
40)  市田蕗子．成人に達した先天性心疾患の診療体制の確立に向けた総合的研究．平成 25 年厚生労働科学研究報告書（循

環器疾患等生活習慣病対策総合研究事業）．2014：78-84． 
41)  市田蕗子．小児心筋症の予後調査 小児心臓移植医療の社会的基盤に関する研究．平成 25 年厚生労働科学研究報告

書（難治性疾患克服研究事業）．2014：75-80． 
42)  市田蕗子．炎症性動脈瘤形成症候群の新規診断バイオマーカーの開発と診断基準の作成に関する研究．平成 25 年厚

生労働科学研究報告書（難治性疾患克服研究事業）．2014：7-13． 
43)  宮崎あゆみ，吉永正夫，小栗絢子，荻野千鶴子，上勢敬一郎，篠田千恵，和田 攻，市田蕗子．富山県 T 市におけ

る小児生活習慣病検診 2 年間の総括．平成 25 年度厚生労働科学研究報告書（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策

総合研究事業）．2014：74-85． 
44)  市田蕗子．特別講演 富山大学における女性医師支援～院内保育 病児保育の取り組みとその効果～岐阜県医師会 

女性医師等就労継続支援講習会；2014 Jan 18；岐阜． 
45)  市田蕗子．市民公開講座 心臓突然死から身を守る 心筋症を理解しよう「子供も無縁じゃない！心臓突然死」．厚労

小科研費補助難治性疾患克服研究事業「特発性心筋症に関する調査研究班」主催；2014 Feb 16；金沢． 
46)  市田蕗子．特別講演 小児期心筋症の臨床．第 49 回長野県小児循環器談話会；2014 May 17；長野． 
47)  市田蕗子．特別講演 先天性心疾患術後の発達障害と心理的問題．東京たま心臓病の子どもを守る会市民公開講座；

2014 May 18；横浜． 
48)  市田蕗子．特別講演 先天性心疾患児の精神神経発達．第 7 回大阪先天性心血管談話会；2014 May 24；大阪． 
49)  市田蕗子．成人先天性心疾患と専門医制度．第 10 回成人先天性心疾患セミナー；2014 May 31；東京． 
50)  市田蕗子．特別講演 小児期心筋症の臨床．第 15 回港北小児循環器カンファレンス；2014 Jun 13；横浜． 
51)  市田蕗子．特別講演 先天性心疾患と発達障害．三重心臓病を守る会；2014 June 14；四日市． 
52)  市田蕗子．特別講演 心筋症のトピックス～心エコーから分子レベルの異常を探る～．第 40 回超音波血流研究会；

2014 June 28；東京． 
53)  市田蕗子．特別講演 小児期心筋症のトピックス．第 18 回福島小児循環器研究会；2014 Nov 29；福島． 
54)  市田蕗子．市民公開講座 心臓突然死から身を守る 不整脈を理解しよう 子供の心臓突然死．厚労小科研費補助難治

性疾患克服研究事業「特発性心筋症に関する調査研究班」主催日本循環器学会北陸支部；2014 Dec 7；富山． 
55)  金兼弘和．分類不能血液疾患の原因究明ならびに治療法の確立．厚生労働科学研究費補助金 難病・がん等の疾患

分野の医療の実用化研究事業 稀少小児遺伝性血液疾患の迅速な原因究明及び診断・治療法の開発に関する研究．平

成 25 年度総括・分担研究報告書; 2014：36-8. 
56)  金兼弘和．分類不能血液疾患の原因究明ならびに治療法の確立．厚生労働科学研究費補助金 難病・がん等の疾患分

野の医療の実用化研究事業 稀少小児遺伝性血液疾患の迅速な原因究明及び診断・治療法の開発に関する研究．平成

23〜25 年度総合研究報告書．2014：51-5． 
57)  金兼弘和．X 連鎖リンパ増殖症候群 2 型における炎症性腸疾患の合併に関する研究．厚生労働科学研究費補助金 難

治性疾患克服研究事業 自己炎症疾患とその類縁疾患に対する新規診療基盤の確立．平成 25 年度総括・分担研究報

告書．2014：197-8． 
58)  金兼弘和．女児例を含む X 連鎖リンパ増殖症候群(XLP)タイプ 2(XIAP 欠損症)の同胞例に関する研究．厚生労働科

学研究費補助金難治性疾患克服研究事業 原発性免疫不全症候群に関する調査研究 平成 25 年度総括・分担研究報告

書．2014：73-6． 
59)  金兼弘和．故 宮脇利男先生を偲んで．小児感染免疫．2014；26(2)：345-6． 
60)  金兼弘和．EB ウイルス関連リンパ増殖症の新展開．東京医科歯科大学経済産業省産学連携評価モデル•拠点モデル

実証事業 国際シンポジウム「小児血液、がん、免疫の臨床／研究の展望」；2014 Mar 15；東京． 
61)  金兼弘和．特別講演「宿主側から感染症を考えてみよう」．大分感染症研究会第 54 例会；2014 Feb 4；大分． 
62)  金兼弘和．特別講演「抗体産生不全症の診断と治療 Up-to-date」. 第 29 回新潟血液免疫学研究会； 2014 Feb 14； 新

潟． 
63)  金兼弘和．レクチャー「EB ウイルス関連リンパ増殖症の新展開」. 第 23 回 EB ウイルス感染症研究会； 2014 Mar 16； 

東京． 
64)  金兼弘和．特別講演「抗体産生不全症の診断と治療の Up-to-date」. 第 5 回北海道免疫不全症研究会；2014 Jun 21； 

札幌． 
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65)  板澤寿子. 「小児喘息診療におけるバイオマーカーの有用性と課題」. 三重気道アレルギーハンズオンセミナー; 2014 
Jan 16; 津. 

66)  板澤寿子．「アレルギー疾患における免疫療法」．第 15 回小児・成人喘息フォーラム； 2014 Jul 12；大阪． 
67)  板澤寿子．急速経口免疫療法で卵が食べられるようになった卵アレルギーの１例．第 35 回地域連携研修会；2014 Jul 

22；富山． 
68)  板澤寿子，浜道美紀，中林玄一，岡部美恵，足立陽子，足立雄一．小児における小児における経口食物試験の危険

性に関する前向き多施設研究．第 17 回富山小児喘息アレルギー研究会；2014 Sep 13；富山． 
69)  板澤寿子．小児喘息とアレルギー疾患」．教員免許状更新講習会；2014 Sep 20；富山． 
70)  板澤寿子．実地臨床セミナー「喘息患児への吸入療法のポイント」．第 51 回日本小児アレルギー学会；2014 Nov 8-9；

四日市． 
71)  板澤寿子．「小児喘息のより良いコンロールを目指して」．小児気管支喘息フォーラム in 多摩；2014 Nov 20；立川． 
72)  板澤寿子． 講演「集団生活でのアレルギー管理：皮膚アレルギー」．日本アレルギー学会第１回総合アレルギー講

習会；2014 Dec 20-21；横浜． 
73)  板澤寿子．講演「呼気 NO EBC：小児領域における呼気 NO」．日本アレルギー学会第１回総合アレルギー講習会；

2014 Dec 20-21；横浜． 
74)  足立陽子. 食物アレルギー（経口免疫療法も含め）．第 20 回アレルギー週間記念行事 アレルギー疾患講演会；2014 

Feb 16；富山． 
75)  足立陽子．お好み焼き摂取後の運動でアナフィラキシーに至った１例．第 35 回地域連携研修会；2014 Jul 22；富山． 
76)  八木信一，堀川慎二郎，種市尋宙．小児救急医療の取り組みについて－総合小児科医教育のなかで－．富山市医師

会会報．2014；523(10)：15-6． 
77)  種市尋宙．「子どもを事故と病気から守るために」．射水市保育士会総会；2014 Apr 26；射水． 
78)  種市尋宙．「腸管出血性大腸菌 O111 集団感染と危機対応のあり方～焼肉えびす事件で起きていたこと～」．第 9 回地

域感染制御ネットワーク研究会；2014 Jun 7；名古屋． 
79)  種市尋宙．腸管出血性大腸菌 O111 アウトブレイクと小児救急．富山市小児科三木会；2014 Jul 17；富山． 
80)  種市尋宙．「腸管出血性大腸菌 O111 集団感染における災害対応と治療戦略」．第 4 回姫路リコモジュリンフォーカス

ミーティング；2014 Jul 18；姫路． 
81)  種市尋宙．富山市医師会急患センター小児初期蘇生 救急講習会；2014 Aug 20；富山． 
82)  種市尋宙．「6 歳未満小児ドナー管理の経験から感じたこと」．第 6 回小児肝臓・肝移植セミナー；2014 Sep 13；東

京． 
83)  種市尋宙．「腸管出血性大腸菌 O111 集団感染で起こっていたこと～医療的災害対応と新たな治療戦略について～」．

神奈川県央小児医療セミナー；2014 Sep 18；伊勢原． 
84)  種市尋宙．「学校心臓検診と救急」．教員免許状更新講習会；2014 Sep 20；富山． 
85)  種市尋宙．「小児脳死下臓器提供～こどもの終末期医療を考える～」．九州大学救命救急センター講演会；2014 Oct 

28；博多． 
86)  種市尋宙，高崎麻美，齋藤 悠，田中朋美，足立雄一．家族の希望に沿った小児脳死管理のあり方．第 18 回北陸小

児救急・集中治療研究会；2014 Nov 8；金沢． 
87)  種市尋宙．「こどもの命を考える」．大阪府民のための公開講座 輝くこどもの命～こどもの命を救うための移植医療

と私たち 1 人ひとりの心構え～；2014 Dec 6；大阪． 
88)  種市尋宙．こどもを守るための小児救急．平成 26 年度黒部市民病院小児科第 1 回・症例検討会；2014 Dec 11；黒部． 
89)  宮 一志．小児からの脳死下臓器提供を経験して（脳死判定医として）．第 5 回明日から役立つ脳死下臓器提供勉

強会（日本臓器移植ネットワーク中日本支部）；2014 Jan 12；富山． 
90)  宮 一志．特別講演「がんばればできるんです!?－発達にかたよりのある児とその両親との私のかかわり方－」．富

山市小児三木会；2014 Feb 20；富山． 
91)  宮 一志．二次障害の理解と予防．読み・書きが苦手な子どものための家庭学習支援講座；2014 Mar 8；富山． 
92)  宮 一志．小児からの脳死下臓器提供を経験して（脳死判定医として）．第 8 回臓器の提供に関する懇話会；2014Mar 

9；大阪． 
93)  宮 一志．医療でのサポートと連携．読み・書きが苦手な子どものための家庭学習支援講座；2014 Mar 15；富山． 
94)  宮 一志．健康状態の把握および経管栄養 1．特別支援学校における介護職員などによるたんの吸引等研修；2014 Apr 

21；富山． 
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95)  宮 一志．健康状態の把握および経管栄養2．特別支援学校における介護職員などによるたんの吸引等研修；2014 May 
13；富山． 

96)  宮 一志．すべての子どもたちが健やかに発達するために．特別支援教育研修会；2014 Jul 26；富山． 
97)  宮 一志．小児のけいれん初期対応．富山大学附属病院臨床研修部イブニングセミナー；2014 Sep 5；富山． 
98)  宮 一志．発達障害をどのように理解するか．発達障害臨床に携わる多職種向け研修会；2014 Nov 8；富山． 
99)  宮 一志．発達障害をどのように診断するか．発達障害臨床に携わる多職種向け研修会；2014 Dec 20；富山． 
100) 倉本 崇，草開祥平，渡辺裕紀，田中朋美，宮 一志．著明な頭囲拡大と広汎性発達障害を認める男児；2014 Jul 19-20；

石川． 
101) 渡辺祐紀，宮尾成明，平岩明子，堀川慎二郎，宮 一志，板澤寿子，吉田丈俊，加藤光広，村上良子，才津浩智．

原因不明の難治性てんかん（症候性 West 症候群） 精神発達遅滞を来した男児例．白山セミナー； 2014 Jul 19-20；
石川． 

102) 伊吹圭二郎，仲岡英幸，小澤綾佳，廣野恵一，青木正哉，日隈智憲，芳村直樹，足立雄一，市田 蕗子．在宅 NIPPV
が有効だった先天性心疾患に合併した気管支狭窄の 3 症例．第 32 回西日本小児循環器 HOT 研究会；2014 Jun 7；大

阪． 
103) 伊吹圭二郞，森こずえ，仲岡英幸，小澤綾佳，廣野恵一，市田蕗子，青木正哉，日隈智憲，芳村直樹．出生直後に

機能性肺動脈閉鎖を呈した心筋緻密化障害の１例．第 42 回北陸小児循環器研究会；2014 Sep 13；金沢． 
104) 星野顕宏，ビンクリスチン投与が奏効した Kasabach-Merritt phenomenon の 1 例．北陸小児血液凝固セミナー；2014 Feb 

8；金沢． 
105) 星野顕宏，野村恵子，金兼弘和，濱島 丈．白血化と多臓器浸潤を来した ALK 陽性未分化大細胞型リンパ腫の一例．

第 39 回北陸小児癌症例検討会；2014 Feb 22；金沢． 
106) 仲岡英幸, 伊吹圭二郎, 小澤綾佳, 廣野恵一, 市田蕗子, 松尾辰朗, 日隈智憲, 芳村直樹. BAS 後も心房間交通が乏し

く 左室流入障害が疑われ治療方針の選択に難渋する完全大血管転位 低出生体重児の一例．第 23 回小児循環器カン

ファレンス；2014 June 7；京都． 
107) 長岡貢秀，西田直徳，星野顕宏，野村恵子，足立雄一，荒木来太，西村良成，和田泰三，谷内江昭宏，金兼弘和．

原因不明の IgA•IgG2 欠損症としてフォローされた Activated PI3Kδ syndrome の一例．第 5 回関東甲越免疫不全症研

究会；2014 sep 21；東京． 
108) 楊 曦．X-linked hypogammaglobulinemia associated with somatically reverted memory T cell in a family with X-linked 
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